
IILLWWUU第第3377回回定定期期大大会会、、友友好好連連帯帯協協定定をを更更新新
たたたたかかうう信信念念とと国国際際連連帯帯のの力力強強ささをを実実感感

Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
（
国
際
港
湾
倉
庫
労

働
組
合
）
の
第
三
七
回
大
会
が
オ

レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
六
月

四
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
、
全
港
湾
を
代
表
し
て
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

初
日
は
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
パ

ナ
マ
の
国
歌
斉
唱
に
続
き
、
マ
ク

ウ
ェ
ラ
ス
委
員
長
の
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
い
き
な

り
委
員
長
の
引
退
挨
拶
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
委

員
長
に
就
任
し
、
様
々
な
厳
し
い

交
渉
経
過
を
述
べ
る
と
と
も
に

数
々
の
批
判
な
ど
に
対
し
て
も
信

念
を
貫
け
て
こ
れ
た
こ
と
は
、
多

く
の
仲
間
の
支
援
が
あ
っ
た
で
あ

る
と
の
力
強
い
表
明
が
あ
り
ま
し

た
。
米
国
で
は
当
た
り
前
の
奥
様

へ
の
感
謝
、
秘
書
へ
の
感
謝
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
間
の
仲
間

へ
の
感
謝
と
引
き
続
き
の
世
界
か

ら
駆
け
付
け
た
労
働
組
合
の
連
帯

は
何
物
に
も
替
え
ら
れ
な
い
と
の

基
調
講
演
で
し
た
。
最
後
に
「
私

た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

絶
対
に
ピ
ケ
ラ
イ
ン
は
超
え
な

い
」、
港
湾
労
働
者
の
誇
り
を
胸

に
新
し
い
委
員
長
体
制
で
引
き
続

き
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
を
引
き
継
い
で
い
っ

て
ほ
し
い
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。今

回
の
海
外
ゲ
ス
ト
は
、
国
際

運
輸
労
連
（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
海
事
労
働
組
合
（
Ｍ
Ｕ

Ａ
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
海
事

労
働
組
合
（
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｚ
）、
オ
ラ

ン
ダ
港
湾
組
合
、
英
国
鉄
道
海
事

運
輸
労
組
な
ど
、
全
港
湾
七
〇
周

年
記
念
式
典
に
も
参
加
い
た
だ
い

た
顔
見
知
り
の
方
々
も
参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

私
の
ゲ
ス
ト
挨
拶
の
前
段
で
Ｉ

Ｌ
Ｗ
Ｕ
フ
ル
タ
ド
副
委
員
長
よ
り

若
干
の
紹
介
が
あ
り
、
全
港
湾
と

Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
と
の
強
い
絆
、
ま
た
、

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
闘

争
に
お
け
る
全
面
的
支
援
の
感
謝

な
ど
、
か
な
り
持
ち
上
げ
ら
れ
て

か
ら
の
壇
上
で
の
挨
拶
と
な
り
ま

し
た
。

全
港
湾
を
代
表
し
て
、
ま
ず
初

め
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
大
会
に
招
待
い

た
だ
い
た
感
謝
と
連
帯
の
挨
拶
が

で
き
る
こ
と
へ
の
嬉
し
さ
を
語

り
、
二
年
前
の
全
港
湾
七
〇
周
年

記
念
式
典
に
委
員
長
を
は
じ
め
と

し
て
港
湾
労
働
者
の
国
際
連
帯
な

ど
勇
気
づ
け
ら
れ
る
祝
辞
を
頂
く

な
ど
の
御
礼
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
世

界
中
の
港
湾
労
働
者
の
た
め
に
た

た
か
う
、
こ
の
方
針
を
全
港
湾
は

受
け
継
ぎ
、
継
続
し
て
い
く
、
世

界
の
港
湾
産
業
は
急
激
な
労
働
環

境
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
近
い

将
来
に
お
い
て
様
々
な
課
題
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
、
そ

し
て
全
港
湾
が
引
き
続
き
、
協
力

し
て
た
た
か
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
、
ア
メ
リ
カ
大
陸

に
上
陸
し
た
こ
と
、
そ
れ
も
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
と
い
う
ア
メ
リ
カ
で

も
、
い
や
世
界
で
一
番
住
み
た
い

街
と
言
わ
れ
る
地
に
来
ら
れ
た
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
語
り
ま
し

た
。

次
に
、
日
本
の
港
湾
の
現
状
を

報
告
し
ま
し
た
。
日
本
政
府
が
昨

年
、「
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
二
〇
三
〇
」
と

い
う
計
画
を
打
ち
出
し
、
二
〇
三

〇
年
ま
で
に
日
本
の
港
湾
を
世
界

最
先
端
の
自
動
化
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

し
て
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
と

一
方
的
に
発
表
し
た
こ
と
、
し
か

し
、
そ
の
政
策
に
は
、
そ
こ
で
働

く
港
湾
労
働
者
に
対
す
る
支
援
策

や
対
応
策
が
何
ら
盛
り
込
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
な
ど
、
日
本
の
港
湾

労
働
者
は
、
単
な
る
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
自
動
化
あ
り
き
で
は
な
く
、
そ

こ
で
働
く
労
働
者
の
問
題
に
つ
い

て
も
政
策
を
明
確
に
打
ち
出
す
べ

き
で
あ
る
と
政
府
に
訴
え
て
い
る

現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。
日
本
は

港
湾
に
限
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
労
働

人
口
の
減
少
が
警
鐘
さ
れ
て
い
る

中
で
、
す
べ
て
の
分
野
で
自
動
化

・
Ａ
Ｉ
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
重

要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
、
し
か

し
、
実
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
、
私
た
ち
の
港
湾
エ
リ
ア
で
も

現
在
働
い
て
い
る
労
働
者
が
将
来

に
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
さ
せ
る

よ
う
な
こ
と
が
絶
対
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
表
明
し
、
日
本
の

港
湾
労
働
者
の
権
利
と
職
域
、
現

在
確
立
し
て
い
る
労
働
条
件
の
担

保
が
明
確
に
さ
れ
る
ま
で
、
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
た
た
か
う
こ
と
を

報
告
し
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

挨
拶
後
に
は
す
ぐ
、
カ
ナ
ダ
支

部
の
委
員
長
が
意
見
交
換
を
し
た

い
と
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
、
日

本
に
限
ら
ず
、
米
国
で
も
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
遠
隔
操
作
や
Ａ

Ｉ
化
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｌ

Ｗ
Ｕ
に
お
い
て
も
、
秋
に
タ
ー
ミ

ナ
ル
自
動
化
対
策
の
協
議
な
ど
、

青
年
層
を
中
心
に
カ
ナ
ダ
で
行
う

予
定
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
港
湾
を
担
う
港
湾
の
Ａ
Ｉ
に

つ
い
て
、
青
年
層
に
ど
う
向
き
合

っ
て
い
く
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し

て
突
破
し
て
い
く
の
か
、
長
期
的

な
戦
略
で
対
抗
し
て
い
こ
う
と
す

る
政
策
に
感
銘
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
大
会
に
参
加
し
て
、

決
し
て
揺
る
が
な
い
闘
う
信
念
と

国
際
連
帯
の
両
輪
に
よ
っ
て
の
力

強
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
真
島

勝
重
）

友好連帯協定に署名する真島書記長
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海海
ココ
ンン
・・
トト
ララ
ッッ
クク
・・
ババ
スス
合合
同同
会会
議議

国国
土土
交交
通通
省省
要要
請請
行行
動動
でで
意意
見見
交交
換換

五
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
、

第
二
回
海
コ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
の
合
同
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
二
十
三
日
は
、
日
港
福
会
館

二
階
会
議
室
に
お
い
て
、
各
地
方

及
び
中
央
本
部
含
め
全
体
で
二
八

名
が
参
加
し
、
は
じ
め
に
中
央
本

部
報
告
、
続
い
て
各
地
方
の
参
加

者
か
ら
各
地
方
運
輸
局
交
渉
の
経

過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
翌
日
の
二
十
四
日
に

行
う
二
〇
一
八
年
、
国
土
交
通
省

要
請
の
事
前
に
準
備
さ
れ
た
回
答

書
に
対
す
る
討
議
を
行
い
、
回
答

に
対
す
る
対
応
策
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

翌
日
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

に
於
い
て
二
〇
一
八
年
国
土
交
通

省
要
請
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
全
港
湾
が
二
八
名
（
中

執
、
地
方
組
合
員
）、
国
土
交
通

省
対
応
者
が
一
一
名
（
自
動
車

局
、
道
路
局
、
港
湾
局
）で
し
た
。

始
め
に
中
央
本
部
、
諸
見
書
記
次

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
世
話

役
の
吉
川
国
会
議
員
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
土
交
通
省
よ
り
、

二
〇
一
八
年
要
請
に
対
す
る
回
答

が
あ
り
、
そ
の
後
、
質
疑
、
意
見

交
換
に
移
り
ま
し
た
。
フ
レ
キ
シ

タ
ン
ク
問
題
、
偏
荷
重
問
題
、
全

長
二
五
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
ダ
ブ

ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
問
題
、
安
全

性
、
認
可
料
金
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
、
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
等
、

た
く
さ
ん
の
議
論
が
あ
り
ま
し

た
。そ

の
中
で
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
安
心
、

安
全
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
既
存
の

適
正
な
事
業
者
の
雇
用
や
、
職
域

を
脅
か
し
か
ね
な
い
事
を
強
く
懸

念
す
る
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

組
合
員
の
中
か
ら
は
、
重
大
事
故

に
つ
な
が
る
過
労
運
転
を
な
く
す

に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
残
業
時
間

を
一
般
則
よ
り
厳
し
く
し
て
ほ
し

い
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
述
べ

国
土
交
通
省
要
請
行
動
を
終
え
ま

し
た
。（

沖
縄
地
本

宮
城
辰
士
）

夏季一時金闘争、全闘争分会の39％に回答

回答額平均458,602円
6月29日現在、速報分会では、141速報分会中72分会
（51％）に有額回答が示され、速報分会の回答額平均は
479,997円、妥結した分会は30分会で妥結額平均は
492,515円となっている。
〔参考：速報分会の2017年妥結額実績は482,245円〕

2016年妥結額実績は482,349円〕
2015年妥結額実績は481,673円〕

全闘争分会では、324分会中127分会（39％）に有額回
答が示され、闘争分会の回答額平均は458,602円（1．68
ヶ月）となっている。回答を受けた分会のうち64分会
（50％）が妥結しており、妥結額平均は464,617円とな
っている。日本海地方は全分会が妥結し、前年対比－
2,077円で終結した。
職種別でみると、港湾の回答額平均は482,786円（昨
年同時期を21,002円下回っている）、トラックの回答額
平均は338,207円（昨年同時期を31,002円下回ってい
る）、一般の回答額平均は422,498円（昨年同時期を
1,694円上回っている）となっている。
〔参考：闘争分会の2017年妥結額実績は、459,116円〕

2016年妥結額実績は、458,632円〕
2015年の妥結実績は、462,554円〕

他団体の回答状況

連合の6月11日付け発表では加重平均で740,100円（前
年実績プラス66,477円）と好調な回答となっている。
国民春闘共闘の6月26日付け発表では加重平均で

659,445円（前年実績プラス27,154円）となっている。
日本経団連の6月14日付け発表では加重平均で

967,386円（前年実績プラス60,830円）と好調な回答と
なっている。

交交
運運
労労
協協
交交
研研
集集
会会

魅魅
力力
ああ
るる
産産
業業
へへ
のの
転転
換換
をを
目目
指指
しし
頑頑
張張
るる

五
月
二
十
九
日
、
三
十
日
に
、

静
岡
県
熱
海
市
で
交
運
労
協
第
二

四
回
交
通
運
輸
政
策
研
究
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
あ
い

さ
つ
で
は
「
交
通
運
輸
産
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
ま
た
、
労
働
力
不
足
も
相
ま

っ
て
業
界
全
体
の
問
題
で
あ
る
。

長
時
間
労
働
を
抑
制
し
魅
力
あ
る

産
業
に
す
る
に
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
制
度
が
必
要
」
と
政
府
が
進

め
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
地
方
交
運
労
協
や
加
盟
単
組

に
対
し
て
有
意
義
な
意
見
交
換
を

し
て
ほ
し
い
と
あ
り
ま
し
た
。
第

一
講
座
は
、
交
運
労
協
政
策
顧
問

で
あ
る
首
都
大
学
東
京
特
任
教
授

の
戸
崎
肇
氏
よ
り
「
交
通
運
輸
産

業
を
取
り
巻
く
課
題
と
展
望
」、

第
二
講
座
は
東
京
大
学
社
会
科
学

研
究
所
教
授
の
水
町
勇
一
氏
よ
り

「
働
き
方
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
対

応
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
義
が

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
基
調
講
演
と
問
題

提
起
を
も
と
に
、
分
科
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
第
二
分
化
会
で
は
、

国
が
進
め
る
自
動
走
行
・
隊
列
走

行
な
ど
、
自
動
化
政
策
に
対
す
る

各
組
織
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
全
港
湾
は
、「
世

界
的
に
自
動
車
や
港
湾
の
一
部
で

自
動
化
又
は
完
全
自
動
化
が
進
ん

で
い
る
。
日
本
の
技
術
も
急
速
に

発
展
す
る
と
と
も
に
、
路
線
一
部

で
は
、
連
結
走
行
や
隊
列
走
行
な

ど
の
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
自
動
化
が
労
働
力
不
足
を
解

消
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
疑
問
で

あ
る
。
港
湾
で
は
、
名
古
屋
港
で

す
で
に
一
部
が
自
動
化
に
な
り
稼

働
し
て
い
る
。
神
戸
や
横
浜
で
も

実
証
実
験
が
進
む
。
自
動
化
に
よ

っ
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
軽

減
す
る
効
果
は
あ
る
が
、
稼
働
率

実
態
で
は
や
は
り
、
マ
ン
パ
ワ
ー

が
圧
倒
的
で
あ
る
。
何
よ
り
も
、

自
動
化
・
機
械
化
に
よ
っ
て
人
員

の
必
要
が
な
く
な
り
、
結
果
的
に

は
職
を
失
う
な
ど
、
雇
用
問
題
に

直
接
影
響
す
る
事
を
危
惧
し
て
い

る
。
安
全
対
策
の
上
で
の
自
動
化

は
当
然
必
要
と
な
る
は
ず
だ
が
、

ま
ず
は
、
そ
の
導
入
に
よ
っ
て
惹

起
す
る
雇
用
と
職
域
問
題
を
、
個

別
企
業
だ
け
が
考
え
て
対
処
す
る

の
で
は
な
く
、
政
策
を
進
め
よ
う

と
す
る
国
も
責
任
を
も
っ
て
対
策

を
講
ず
る
べ
き
だ
」
と
意
見
を
述

べ
ま
し
た
。

交
研
集
会
最
後
に
、
両
日
の
講

義
や
分
科
会
で
の
議
論
を
加
盟
組

織
及
び
地
方
交
運
労
協
は
、
積
極

的
に
討
議
し
て
、「
陸
・
海
・
空

・
港
湾
」
で
働
く
仲
間
た
め
、
交

通
運
輸
産
業
発
展
の
た
め
の
政
策

を
作
り
、
魅
力
あ
る
産
業
へ
の
転

換
を
目
指
し
て
が
ん
ば
ろ
う
！
と

締
め
括
り
ま
し
た
。（

諸
見

力
）

日本海去
る
、
五
月
二
十
五
日
（
金
）

「
雇
用
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
＠
新

潟
」
は
、
新
潟
県
庁
の
記
者
ク
ラ

ブ
に
於
い
て
「
働
か
せ
方
改
悪
強

行
採
決
に
反
対
す
る
」
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。
共
同
代
表
の
鈴
木

委
員
長
か
ら
は
、
デ
ー
タ
ー
の
ね

つ
造
を
含
め
信
用
出
来
な
い
政
府

か
ら
の
押
し
付
け
制
度
で
あ
り
国

民
は
望
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
全

国
港
湾
中
央
執
行
委
員
会
出
席
の

た
め
新
潟
入
り
し
て
い
た
、
大
野

副
委
員
長
か
ら
も
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク

の
危
険
性
な
ど
の
説
明
を
行
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
大
野
副
委
員
長
出

身
の
大
阪
支
部
に
お
い
て
は
一
早

く
、
雇
用
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
を
立

ち
上
げ
運
動
を
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

雇
用
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
の
加
盟

団
体
は
、
全
港
湾
新
潟
支
部
、
新

潟
地
区
労
会
議
、
新
潟
県
労
連
、

新
潟
地
区
労
連
な
ど
を
中
心
に
二

月
に
立
ち
上
げ
、「
真
の
働
き
方

改
革
を
学
び
」、「
働
か
せ
方
改
悪

に
反
対
」
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
毎
月
一
回
街
頭
宣

伝
行
動
や
集
会
、
デ
モ
行
進
を
行

い
市
民
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
働
き
方
改
革
に
反
対
す
る
署

名
を
新
潟
県
選
出
の
厚
生
労
働
委

員
長
の
高
鳥
修
一
衆
議
院
議
員
に

手
渡
し
、
反
対
す
る
気
持
ち
を
伝

え
て
き
ま
し
た
。
国
会
で
は
強
行

に
採
決
さ
れ
、
可
決
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
今
後
も
幅
広
く
運

動
を
広
め
労
働
者
の
団
結
と
連
帯

を
示
し
、
地
域
か
ら
闘
い
を
進

め
、
反
対
の
声
を
中
央
へ
伝
え
る

こ
と
を
誓
い
報
告
と
し
ま
す
。

（
新
潟
支
部
書
記
長

山
賀

茂
）

働
き
方
改
革
法
案
に
反
対
す
る

声
明
文
を
発
表

労
供
対
策
会
議

労
働
条
件
の
明
示
徹
底
等
を
確
認

六
月
十
八
日
、
蒲
田
に
お
い
て

労
供
対
策
会
議
を
開
催
し
た
。
現

在
、
中
央
本
部
の
労
供
事
業
は
一

六
事
業
所
に
お
い
て
供
給
対
象
組

合
員
数
七
二
八
名
、
二
二
職
種
で

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
東
北
地
方

八
戸
支
部
が
七
月
一
日
付
け
で
労

供
事
業
を
開
始
す
べ
く
手
続
き
の

準
備
を
進
め
て
お
り
、
事
業
所
の

追
加
が
受
理
さ
れ
れ
ば
一
七
事
業

所
と
な
る
と
の
報
告
を
受
け
た

（
後
日
、
七
月
一
日
付
で
事
業
開

始
が
受
理
さ
れ
一
七
事
業
所
と
な

っ
た
）。

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
改
正

（
職
安
法
改
正
な
ど
も
含
ん
だ
一

括
法
）
が
施
行
さ
れ
労
働
条
件
の

明
示
が
労
働
条
件
の
変
更
時
も
含

め
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

組
合
員
一
人
一
人
と
労
働
条
件
に

つ
い
て
文
書
確
認
を
徹
底
し
て
い

こ
こ
と
な
ど
を
改
め
て
確
認
し

た
。
そ
し
て
、
引
き
続
き
、
民
主

的
運
営
に
努
め
て
い
く
と
し
た
。

（
片
柳
悦
正
）
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